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■素 材 ⻑ 補 正 をする・しないの設 定 ができます。 

 ➀ 〔 補 助 〕 － 〔 マスター編 集 〕 を選 択 します。 
  ➁ 「 ⽊ 材 積 算 設 定 」 を選 択 し、「 編 集 」 をクリックします。 
  ➂ 「⽊ 取 り」 の「 素 材 ⻑ 補 正 」 を選 択 します。 

補 正 しない・ ・ ・ ⽊ 材 積 算 実 ⾏ 時 、素 材 ⻑ 補 正 処 理 を⾏ いません。 

補 正 する（ 確 認 有 ︓ チェック OFF） ・ ・ ・ ⽊ 材 積 算 実 ⾏ 時 、素 材 ⻑ 補 正 処 理 を 
                        ⾏ うか確 認 画 ⾯ が表 ⽰ されます。 
                        (⾃ 動 でチェックが⼊ っています。) 

補 正 する（ 確 認 有 ︓ チェック ON） ・ ・ ・ ⽊ 材 積 算 実 ⾏ 時 、素 材 ⻑ 補 正 処 理 を  
                       ⾏ うか確 認 画 ⾯ が表 ⽰ されます。 

                                     (⾃ 動 でチェックが⼊ っていません。) 
常 に補 正 する（ 確 認 無 ） ・ ・ ・ ⽊ 材 積 算 実 ⾏ 時 、素 材 ⻑ 補 正 処 理 を⾏ います。  

  （ 確 認 画 ⾯ は表 ⽰ されません。）  

 
 

 

 

  

① 

素 材 ⻑ を「 補 正 する（ 確 認 有 ） にチェックがついて

いる場 合 左 図 の確 認 画 ⾯ が表 ⽰ されます。 

あらかじめ「 素 材 ⻑ 補 正 処 理 」 にチェックを付 けてお

くかチェックを外 しておくかの設 定 も可 能 です。 

➂ 

➁ 
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＜ 素 材 ⻑ 補 正 の設 定 が「 補 正 する」 の場 合 ＞  
 

 

 

      
 
 
 

 
 
 
 
 
 

例 ） 梁 桁 ・ ⽶ 松 1 等 105×105 材 ⻑ ︓ 1015 

          ＜ ⽊ 取 り結 果 ＞  

        
 
 
 

 
   
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

この場 合 、「 素 材 ⻑ 」 のテーブルを⾒ ると、

3000 が⼀ 番 材 ⻑ と近 いため「 3000」 で

積 算 されています。 

 
「 最 ⼩ 」 「 最 ⼤ 」 のテーブルは参 照 せず、

「 素 材 ⻑ 」 のテーブルを直 接 参 照 します。 
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＜ 素 材 ⻑ 補 正 の設 定 が「 補 正 しない」 の場 合 ＞  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

例 ） 梁 桁 ・ ⽶ 松 1 等 105×105 材 ⻑ ︓ 1015 

＜ ⽊ 取 り結 果 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「 最 ⼩ 」 「 最 ⼤ 」 の テ ー ブ ル の 設 定 材 範 囲

内 と、配 置 されている材 の材 ⻑ を⽐ 較 して、

該 当 する設 定 材 ⻑ 範 囲 内 で設 定 している

素 材 ⻑ で積 算 します。 

この場 合 、配 置 している材 の材 ⻑ は 1015 とな

っており、指 定 した⽊ 材 積 算 仕 様 の⽊ 取 りテー

ブルを確 認 すると、1015 は「 0〜 2200」 に該

当 するため、4000 で⽊ 取 りされます。 
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＜ 素 材 ⻑ 補 正 材 ⻑ ＞  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

   
 
 

＜ 素 材 ⻑ 補 正 材 ⻑ ＞  
  「 素 材 ⻑ 」 に登 録 がない材 ⻑ を登 録 することができます。 
  「 素 材 ⻑ 補 正 する」 で積 算 を実 ⾏ した場 合 、素 材 ⻑ 補 正 材 ⻑ に登 録 されている材 ⻑  
  も参 照 します。  
 
   ➀ 〔 補 助 〕 － 〔 マスター編 集 〕 の「 ⽊ 材 ⽊ 取 マスター」 を選 択 し、「 編 集 」 をクリックします。 

  「 ⽊ 材 積 算 仕 様 」 画 ⾯ が起 動 しますので、編 集 する仕 様 を選 択 し、「 編 集 」 をクリックします。 
    ※詳 しい操 作 ⽅ 法 は、「 ⽊ 材 ⽊ 取 マスター」 のマニュアルをご確 認く ださい。 
➁ ➀の画 ⾯ が開 きますので、「 素 材 ⻑ 補 正 材 ⻑ 」 の設 定 を⾏ います。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

➁ 

例）素材長補正材長に「2000」を登録した場合 

➀では 0〜 2200 の材 ⻑ は 4000 で⽊ 取 するようになっています。 
材 ⻑ 1015 の材 が１ 本 だけ余 った場 合 、本 来 であれば 4000 で⽊ 取 をします。 
「 素 材 ⻑ 補 正 材 ⻑ 」 に「 2000」 が設 定 されているため、「 素 材 ⻑ 補 正 する」 で積 算
した場 合 、材 ⻑ 1015 は 2000 で⽊ 取 されます。 
このように素 材 ⻑ 補 正 材 ⻑ に素 材 ⻑ を登 録 していると、より材 料 のロスを削 減 するこ
とができます。 

➀ 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
既 に⼊ ⼒ している素 材 ⻑ は、素 材 ⻑ 補 正

材 ⻑ に⼊ ⼒ することができません。 


